旧福岡県公会堂貴賓館
フレンチ・ルネサンスを基調に、福岡県土木技師の三條栄三郎が設計しました。石造に擬したモルタル仕上げとし、八角形の塔を持つ2階建ての木造建築です。内部の貴賓室などの諸室は、洗練された意匠が施されています。

